
金
制
開
古
践
志
巷
十
三

元
総
十
四
年
参
議
中
将
綱
紀
卿
叶時
間
に
付
吉
伸
廿
上
ぐ
る
鞭
卒
由
紺
合

k
・
踊
悶
忠
右
衛
門
覚
永
十
八
年
陀
江
戸
史
帯
足
較
に
被
ι
召
抱
一

小

品
飼
役
被
=仰
付
一
銭
安
二
年
病
死
。
二
代
忠
右
術
門
、
出
品
安
三
年
江

戸
よ
り
小
松
へ

引
越
・
小
松
氏
て
小
ぬ
飼
役
相
動
。
と
あ
り
。
菅
家

見
開
銀
民
、
正
保
二
年
防
腕
公
逝
去
の
時
殉
死
せ
し
小
笹
普
凶
郎

は
・
御
手
狙
組
な
り
。
此
の
人
は
w
A
永
年
中
相
撲
の
品
目
山
慌
た
る
時
分
・

山
城
国
向
初
の
旦
よ
り
被
a
召
出
↓
と
あ
り
て
、
=
一州
芯
健
縫
除
考
に

は
、
小
笹
諸
国
同
日
郎
は
筒
ぬ
な
ど
到
け
置
か
れ
し
徴
医
な
り
と
い
へ

り
。
叉
松
怨
公
夜
話
銀
民
、
疋
保
二
年
商
八
月
廿
一
日
、
御
家
格
の

御
閥
御
三
裁
の
時
陀
て
、
大
御
央
へ
清
務
院
級
御
同
道
に
て
御
受
披

御
砲
被
ι
仰
上
司
御
太
刀
は
沿
E
わ
殿
披
露
也
。
共
時
分
h
o
E
わ
殴
公

ひ
で
殴
と
て
出
頭
女
中
雨
入
あ
り
。
御
七
つ
ま
で
は
、

度
々
御
大
奥

へ
御
出
被
v
遊
。
御
庚
式
箱
型
杯
に
宥
ν
之
土
問
K
、
庭
烏
多
〈
飽
に

入
れ
有
v
之
。
共
内
黒
白
玄
だ
ら
の
烏
有
ν
之
.
御
所
望
の
よ
し
御
意
候

へ
ば
、
右
の
女
中
衆
、
安
吉
御
用
の
由
被
ゐ
・
虎
.
般
有
公
未
だ
御
幼

少
の
時
分
に
て
.
御
秘
磁
の
白
崎
ゆ
ゑ
、
右
庭
品
は
上
げ
ら
れ
が
た
く
、

何
陀
而
も
外
に
御
盤
の
ぬ
可
v
被
v
上
と
の
都
民
候

へ
ば
、
左
候
は
ピ

謝
い
た
ピ
君
主
御
笠
の
出
口
被
v
仰
候
へ
ば
‘
う
そ
を
簡
に
入
被
v
上
候

四
四

蕗
.
n正
は
菊
い
た
"
、
お
き
に
て
は
な
し
と
被
v
仰
侠
へ
ば
、
右
女
中
栄
首

を
ま
き
商
闘
を
失
ひ
、
此
上
は
若
君
椋
へ
巾
上
げ
、
私
共
白
山岬
を
拝

領
仕
可
ν
上
と
て
、
共
後
白
鳥
参
り
、
則
御
飼
世
被
v
遊
。
文
般
有
公
御

賢
母
の
御
部
屋
へ
も
度
々
一
被
ν
再
タ
入
、
均
御
数
寄
K
て
御
飼
也
被
ν
遊

け
る
に
‘
御
か
い
ど
り
を
御
ひ
ろ
げ
被
ν
成
.
御
庭
の
角
之
方
へ
御
自

身
御
h
M

ひ
結
被
ν
成
、

一
つ
が
ひ
被
ν
進
候
都
も
有
島
之
よ
し
、
卒
保
八

年
五
月

H
五
日
御
意
也
。
と
あ
り
。
前
瀬
の
仰
諸
共
陀
て
見
れ
ば
.

利
常
卿
以
来
飼
鳥
を
す
か
せ
ら
れ
.
ぬ
飼
役
の
者
総
え
宇
召
低
か
れ

た
る
な
る
べ
し
。
綱
紀
卿
入
閣
し
給
ふ
後
も
.
飼
仇
M
E好
ま
せ
ら
れ

し
と
見
h
て
、
改
作
所
恋
紀
民
総
せ
た
る
立
文
三
年
六
月
算
則
場
よ

り
の
述
書
陀
.
御
城
中
広
白
鳥
御
は
な
し
佳
之
庭
、
切
々
淘
端
へ
も

4
9

り
.
此
頃
一
一
間
見
え
や
'
。
草
川
潟
端
之
者
共
網
に
て
捕
不
v
申
哉
、
急

度
吟
味
可
ν
致
と
一
E
h
k
。
ま
た
延
貧
六
年
八
月
改
作
挙
行
よ
り
の
迷
山
川
町

民
、
御
堂
形
之
内
御
烏
部
屋
、
御
鳥
飼
之
者
b
可
=
巾
断
"
云
々
。
と
い

ム
事
見
ね
た
り
。
此
の
建
世
口
K
綴
れ
ば
.
綱
紀
卿
の
時
の
飼
鳥
は
、

堂
形
米
合
の
悶
内
に
烏
部
屋
を
建
泣
か
れ
、山
崎
飼
役
の
者
共
此
所
へ

出
で
勤
め
た
り
し
都
知
ら
れ
け
り
。

O
宗
務
坊
奮
邸

宗
務
坊
は
、
竪
町
民
性
坊
小
路
に
居
た
る
良
性
坊
と
同
勤
に
て
、
金

海
東
照
宮
の
中
殺
な
り
。
貞
享
二
年
綱
紀
卿
帯
問
に
付
き
生
出
し
た

る
山
来
嘗
如
レ
左
。

由
来
就
=
御
常
-
申
上
候
。

私
儀
、
正
保
元
年
甲
府
之
正
月
松
蒋
悦
代
中
衆
陀
被
a
巾
付
一
東
照
植

税
御
榊
前
香
花
・俊
明
紡
除
等
仕
候
。
共
上
雨
御
伽
殿
、
右
之
通
毎
月

御
命
日
k
m聞
出
相
動
申
候
。
今
年
迄
凹
十
三
年
民
間
同
成
申
候
。
私
居

屋
敷
地
子
地
K
居
住
仕
中
候
。

貞
享
二
年
九
月
十
七
日

右
京
照
宮
御
一
糾
前
燈
明
掃
除
等
仕
中
粂
山
来
相
骨帯
、
批
u
付
出
候
K

付、

相
官
商
に
記
上
v
之
候
。
以
上
。

ム良
平
二
年
九
月
十
八
日

犀
川
小
島
屋
町
中
衆
宗
務

金
部
卯
反
天
台
宗
商
務
寺

~n 
*IJ 

按
・干
る
花
、
原
町
民
性
坊
小
路
陀
居
住
せ
し
良
性
坊
は
、

宗
務
坊
と

間
勤
左
り
し
が
.
良
性
坊
は
修
政
波
山
伏
也
と
い
ひ
仰
ふ
れ
ば
、

宗
符
坊
も
山
伏
な
ら
ん
か
。
同
H
武
見
聞州
耕民
、
立
文
元
年
大
飲
院
殿

鍵
堂
進
管
・
掃
除
坊
主
宗
誇
坊
民
数
坊
各
天
台
宗
幼
主
に
て

婆
帯

也
。
と
あ
る
畏
敬
坊
は
.
良
性
幼
の
磐
損
な
る
べ
し
。
一
脚
謎
寺
の
日

金
海
古
晴
朗
志
巷
十

記
K
.
金
部
東
照
宮
の
詰
呑
陀
、
山
伏
の
内
よ
り
人
捜
し
て
交
番
せ

し
め
た
る
よ
し
見
ゆ
れ
ば
.
問H
家
見
削
集
K
天
台
宗
の
坊
主
と
あ
る

は
、
週
間
た
る
べ
し
。
扱
布
中
然
と
い
ふ
者
、
後
に
は
絶
え
た
り
し

か
E
・
北
ハ
の
年
田
町
は
未
だ
静
か
な
ら
や
。
町
台
所
留
紀
陀
紋
せ
た
る
-

E
徳
一
冗
年
十

一
月
四
国
師
長
待
川
製
峰
の
山
緒
容
に
、
越
前
三
関
紙
闘

の
別
常
山
伏
山
口
巾
繍
院
の
鏑
子
之
底
‘
元
総
十
五
年
世
地
励
磁
苛
の
中

余
墜
町
毘
梁
幼
方
へ
鯨
養
子
陀
罷
越
.
一
刷
機
寺
へ
制
動
。
と
あ
り
。

さ
れ
ば
元
総
以
後
も
中
裁
と
い
ふ
も
の
居
た
り
し
と
と
知
ら
れ
け

り
。
思
ふ
陀
、
明
治
二
年
一
脚
俳
混
治
御
厳
止
に
付
き
.
一
例
磁
寺
を
駿

せ
ら
れ
.
天
和
三
年
以
来
東
照
宮
の
役
伶
を
勤
来
り
し
天
台
宗
山
四時

喝
の
住
職
復
飾
し
て
、
東
附
官
の
一
脚
臓
と
成
り
、
叉
復
飾
せ
る
山
伏

十
名
を
撰
朗
唱
し
て
榊
役
と
し
‘
各
米
什
依
宛
務
主
よ
り
川
仰
は
り
た

り
。
是
い
忙
し
へ
の
中
裁
に
ひ
と
し
。
然
れ
ど
も
幾
稜
訟
〈
駿
務
世

耐
糊
と
成
り
‘
紋
の
榊
役
を
陵
し
.
一
糾
械
を
ば
澗
訟
に
任
ぜ
ら
れ
、
村

刑
に
列
せ
ら
れ
.
枇
鋭
も
尼
崎
一
脚
枇
と
改
抑
制
せ
ら
れ
け
り
。

O
犀

川

荒

町

元
総
九
年
の
地
子
肝
前
…
裁
許
附
に
・
犀
川
荒
町
・
い
る
と
町
牛
布
術

門
橋
町
と
並
び
紋
せ
た
り
。
策
町
と
云
ふ
町
名
は
・
木
，
新
保
と
問
所

四
五




